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［“ひと中心のソーシャルデザイン”のはじめかた 2023 ］

“ひと中心のソーシャルデザイン”の「すすめかた」と「８つのテーマ」を

ひとつのソートカタログに。近年のトレンドであるwell-beingやサステナ

ブルな社会を“ひと中心”で実現する方策について、NTTデータ経営研究所

地域未来デザインユニット独自の考え方と、様々なテーマでの取り組み方

を掲載しています。

各分野での施策等の検討の際に、合わせて是非ともご活用ください。

今日からでも使える

“ひと中心”化アイデアを紹介！

ソートカタログ

WorkingLiving
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“ひと中心”の未来へ

ここから、はじめよう

INTRODUCTION

私たちはいま、脈々と続くひとの暮らしの延長線上に立っています。

山積する課題、当たり前ではない未来…目の前には不安も多いけれど

生活のゆたかさ、環境のゆたかさ、こころのゆたかさ

どれも、ひとが幸せに生きていくうえで、かけがえのないものです。

誰もが幸せに生活できる、“ひと中心”の地域、社会づくりに向けて

ともに、できること探しから、はじめてみませんか。

“ひと中心のソーシャルデザイン”のすすめかた
How to do

What to do
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はじめに

先生の負担も軽く

公務に想いをのせる

挑戦の後押し

集まって暮らす価値の最大化

“道”を心地よい場所に

生活に溶け込んだ備え

研究者に自由な環境を

働く時間に“豊かさ”を

教育

自治体

格差の是正

団地暮らし

歩行空間

レジリエンス

科学技術

仕事

“ひと中心のソーシャルデザイン” ８つのテーマ２
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“ひと中心のソーシャルデザイン”のすすめかた

Social Design

ともにかんじる

ソーシャルデザインの出発点となるのは、「いま」を知ること。

この「いま」とは、観察者の「いま」ではありません。そこで暮らす生活者が、日々、どのような想い
で暮らしているのか。「生活者のいま」からスタートとすることが重要です。

まちづくりで言えば、まちあるきやワークショップなど、まずは自分が生活者になりきり、現状に目
を向け、耳を傾け、体験し、共感する。そうして得られた現状や課題を、「社会の課題」に昇華
する。こうして、地域・社会の問題が、より手触りのあるものとして見えてくるのです。

Problem finding問題発見

ともにゆめみる

ともにかんじることで得られた足元の問題に対して、顔を上げた先の未来を定めていきます。

その際、指針となるのは、そこで暮らす人々の想いや願いそのものです。生活者はどのような未
来を目指したいのか。この軸を徹底することで、自覚していなかった想いや本音の願いにも触れ
ることができます。

地域・社会のあるべきすがたを、生活者の目線で、生活者とともにデザインしていく。ともにゆめ
みることで、未来のビジョンがより納得感のある形に作られていきます。

Visioningビジョン形成

ともにおもいえがく

地域・社会のありたいすがたの実現に向けて、生活者目線から解くべき課題を把握し、課題
解決のためのアイデア・プランを考えます。

このとき、一連の検討プロセスを地域・社会に対してオープンにし、生活者を中心に、企業や行
政が、自由な発想でフラットに解決策を見出していくことが重要です。

生活者の目線を徹底し、歩調を合わせてともに考える。これにより、ひとごとやきれいごとではな
い「自分事としての未来」に向けた、地に足の着いた道筋が広がっていきます。

Planningプランニング

ともにつくる

未来の実現に向けた、第一歩を踏み出す時。

課題が多様であるように、課題解決に至る道筋も、その歩き方も千差万別です。企業や住
民を決められた役割に当てはめるのではなく、それぞれの持つスキル・ナレッジを生かしながら、
協働・実践を重ねていくことが大切です。

地域・社会の未来をつくるアクションに、企業・住民・行政がそれぞれの立場から参加できる場
をつくる。そして、想いを共にし、目線を合わせ、ともに歩みを進めていきます。

Co-creationビジョン・プランの実践

ともにみがく

ともにゆめみ・おもいえがいた未来のすがたに対する、地域・社会の「いま」の状況について確認
します。

この時の視点も、「生活者にとってめざすすがたに至っているか」が重要です。生活者とともに確
認・検証し、良いところは褒めて認めた上で、改善に必要なアクションを練り直します。

試行錯誤の中で生まれたアイデアを取り入れ、時に失敗しながら、ともに磨き上げていく。こうし
たプロセスを通じて、ひとを主役にした地域・社会が実現していきます。

Polishing磨き上げ
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“ひと中心のソーシャルデザイン” ８つのテーマ

教育 Education

先生の負担も軽く

予測不能な未来に向けた「学び」のインフラである学校。子供たちの一年という時間を背負い、

子供たちの成長のためには苦労を惜しまない、先生方の強い使命感によって支えられています。

ただ、学校に寄せられる期待も、あまりにも重く…いまこそ、先生方の双肩の荷を、少しでも分

かち合うべきときです。

リアルとデジタルの力で、教室の「壁」を超えられる時代。学校がサステナブルな場であるために、

先生方の働き方改革を軸として、子供たちの学びを、先生方の努力を、サポートしていきます。

公務に想いをのせる

自治体 Government

自治体職員の皆さん、「もっと○○だったらいいのに」「この人には本当は○○すべきだ」 そう

思っても手が回らない、どうしたらよいかわからない。そんなモヤモヤを抱えていませんか？

前例がない、余力がない、裏付けがない…こうした事情もあって、いままでは裁量が少ない・画

一的なサービス提供が中心でした。一方、多種多様な人々が暮らす社会にあっては、住民一

人ひとりの実情に合ったサービスこそが必要です。

私たちは、住民一人ひとりの想いをくみあげる仕組みづくりをすすめるとともに、想いからあるべき

すがた・なすべき施策を描けるような公務員人材育成プログラムを提供していきます。
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“ひと中心のソーシャルデザイン” ８つのテーマ

一国の中でも多様な暮らし方や価値観が存在する世界で、先進国が“先進”しているとは限

りません。

地域の人々が何を考え、何を信じ、どんな未来を描いているのか。ともに感じることで、解ける

課題、変えられるいまがあります。

私たちは、現地で暮らす人々の声に寄り添って挑戦を後押しすることで、世界のどこで生まれ

育っても自由に未来を選択できる社会へと近づくことをめざします。

昭和30年代から高度経済成長期にかけて、都市への人口流入の受け皿として大量生産さ

れた団地。ライフスタイルの先端で羨望の的だった時は去り、社会的課題も顕在化しています。

画一的に見える窓の奥には、そこに住む人々の唯一無二の「暮らし」があります。その「暮らし」

がタテとヨコに積み上げられた関係そのものが「団地」であると私たちは考えます。

管理会社や自治会に頼りきるのではなく、自らも関わりながら、その場所でひとが集まって生き

ることの価値を最大化したい。こうした視点で、私たちは団地暮らしを問い直していきます。

挑戦の後押し 集まって暮らす価値の最大化

Equals Equity Everywhere格差の是正 団地暮らし Apartment complex
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“ひと中心のソーシャルデザイン” ８つのテーマ

かつて、道はひととひとが交流し、モノが交換される場でした。しかし、いまでは、ただクルマや人

が無表情に通過する場所になっています。

道をもっと、表情のある居心地のよい場所にしていきたい。カフェ、図書館、映画館、遊び場。

異なる顔をもつ開かれた場にできれば、そこで過ごすひとの表情も、ぐっと豊かになります。

管理者視点から、その場を使う生活者や企業の想いを大切にした仕組みづくりへ。こころが動

き、触れ合う歩行空間を、一緒につくりあげる仕組みづくりをすすめていきます。

“道”を心地よい場所に

Walkable space歩行空間
災害が発生しやすい日本。近年、数々の災害を経て、自分や家庭を守るため日頃からの防

災対策の重要性は広く認知されてきています。しかし、実際の取組の面では、一人ひとりの自

主性に委ねられ、十分な備えができているとは必ずしも言い難い状況です。

未来の大災害にもしなやかに対応するためには、生活に溶け込んだ無理のない自助・共助・

公助の仕組みづくりが重要です。私たちは、日常生活を送っているだけで自然と一人ひとりのレ

ジリエンスが高まる地域社会を構築していきます。

生活に溶け込んだ備え

レジリエンス Resilience
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“ひと中心のソーシャルデザイン” ８つのテーマ

成果が目立つ研究でなければ評価されにくい日本。性急な成果主義は、独創的な研究の芽

を摘んでしまいかねません。

科学技術・イノベーションの推進には、人間や社会のありかたを深く洞察し、価値観の転換を

起こすような一見、突拍子もない発想による研究開発も必要です。

私たちは、研究者が自由に、そして試行錯誤を繰り返しながら研究できる環境を、政策提言

や産学連携イノベーション機会の提供などを通じて創出していきます。

研究者に自由な環境を

Science and technology科学技術
私たちの多くは、働くことに１日の何分の１かの時間を使っています。会社や自営業、フリーラ

ンスでの仕事のみならず、家事や社会活動など、多様な仕事に私たちは携わっており、その時

間の充実は、生活の質（Quality of Life）を大きく左右します。

こうした視点に立ち、コンサルティングファームとしての私たちは、働く一人ひとりの人間性の発

揮 ー 創造性、心理的安全性、自発性、ディグニティ、ワークライフバランス、ウェルネス ー

などを大切にしながら、社会的・経済的な価値の創出につとめます。

働く時間に“豊かさ”を

仕事 Work
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EFFORT EXAMPLE 取組事例

“ひと中心のソーシャルデザイン”のプロセス ソリューション（アプローチ） 案件実績

ともにかんじる

問題発見

まずは自分が生活者になりきり、現状
に目を向け、耳を傾け、体験し、共感
する
そうして得られた現状や課題を、「社
会の課題」に昇華する

フィールドワーク
地域のWell-being可視化
行動分析
エスノグラフィックリサーチ
ソーシャルリスニング
デプスインタビュー

【内閣官房】 誰もが居場所と役割のあるまちづくり（横須賀市、長岡市、長浜市、高取町）
（https://www.chisou.go.jp/sousei/about/ccrc/index.html）
【消費者庁】 人間情報データベースを活用した消費者行動インサイト
【民間企業】 地域のWell-beingを可視化するツール SUGATAMI

（https://digital-is-green.jp/sugatami/）
【民間企業】 ラグビーワールドカップ来場者人流動線シミュレーション
【独自アクション】 コロナ後の男女の働きかた1000人調査、あなたはバリキャリ？ライフ派？エンジョイ派？意識高い系？
【独自アクション】 越後川口まちの暮らしラボ（共催：越後川口エンジン 後援：川口町商工会青年部 オブザーブ：長岡市川口支所）

ともにゆめみる

ビジョン形成

ともにかんじることで得られた足元の問
題に対して、地域・社会のあるべきす
がたを、生活者の目線で、生活者とと
もにデザインしていく

スキャニングによる未来洞察
シナリオプランニング
ビジョニング
ありたい未来/あるべき未来設定
不易流行分析
地域未来デザインラボ

【農林水産省】 食に関する持続可能な生産と消費を考える ~あふの環プロジェクト~

（https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sustainable2030.html）
【自治体】 那覇市における職員参加型未来洞察ワークショップを活用したDX戦略
【自治体】 長岡市、白子町 人口ビジョンおよび地方創生総合戦略
【民間企業】 NTTデータ ホワイトペーパー「ハイレジリエントな未来を共創する」
（https://www.nttdata.com/jp/ja/industries/resilience/）
【民間企業】 ~働くひとのWell-being～ 202X年の東京都心部での不動産事業を取り巻く環境変化の洞察と新たなビル事業コンセプト
【民間企業】 Be a Social Designer 上流ソーシャルデザイナー育成プログラムの開発と実践
【独自アクション】 淡路自然と暮らし研究所（with パソナ農援隊、兵庫県立大学、CCCメディアハウス）

ともにおもいえがく

プランニング

地域・社会のありたいすがたの実現に
向けて、生活者目線から解くべき課題
を把握し、課題解決のためのアイデ
ア・プランを考える

住民・市民参加
職員参加
Foresight-Driven事業戦略策定
デザイン思考・アート思考
サービスデザイン

【内閣府】 関係人口の見える化プロジェクト
【内閣府】 津波エリアにおける実践的な地域密着型防災コミュニティ
【民間企業】 NTTグループ Digital is Green サステナブル・スマートシティ・パートナー・プログラム 中学生と描く地域の未来
（https://digital-is-green.jp/）
【民間企業】 官民共創型ソーシャルイノベーション創出人材コミュニティ
【民間企業】 職員目線に立ったスマートガバメント
【独自アクション】 佐渡島自然共生ラボ（with 佐渡市、新潟大学、NTTデータ）

ともにつくる

ビジョン・プランの実践

地域・社会の未来づくりのアクションと
して、生活者にとって必要な具体の課
題解決の実践を、生活者とともに創り
出す

コミュニティ形成
官民共創プラットフォーム形成
共創型オープンラボ
人材育成
行動デザイン
ラピッドプロトタイピング

【内閣府】 Okinawa Startup University 沖縄型産業中核人材育成事業
（https://r-digico.co.jp/event/osu/）
【国土交通省/東京都】 住民参加/オープンデータによる高齢者・障害者が自由に移動できる環境づくり
【農林水産省】 都市と農山漁村をつなぐ ちょこっと先の暮らし方研究所（共催：ポケットマルシェ）
（https://poke-m.com/lp/chokotto）
【消費者庁】 食品表示をデータを手のひらに デジタルツールを活用した食品表示実証調査
【自治体】 公民連携・課題解決推進事業「KYOTO CITY OPEN LABO」業務委託（2021年度～）
（https://open-labo.city.kyoto.lg.jp/）
【民間企業】 労働災害防止に向けたナッジ活用

ともにみがく

磨き上げ

ともにゆめみ・おもいえがいた未来のす
がたに対する、地域・社会の現状につ
いて、生活者とともに確認する
良いところは褒めて認め、改善に必要
なアクションを練り直し、磨き上げる

ひと中心のEBPM

人間中心テクノロジー
ナッジ
ひと中心地域づくりISO

ステージゲートマネジメント

【総務省】 外国人の視点にたった観光、防災等支援 自然言語処理AI型ヒューマンテック実証
【自治体・民間企業】 Well-being指標やロジックツリーを活用した自治体・民間企業支援
【民間企業】 ひと中心のスマートシティの国際規格ISO37106認証取得支援
（https://digital-is-green.jp/branding/iso-certification/nagoya_higashisakura/）
【独自アクション】 ナッジの活用でタクシーの違法停車時間が最大9割減少
（https://www.nttdata-strategy.com/newsrelease/220530.html）
【独自アクション】 淡路オーガニックファームコンソーシアム（メンバー：兵庫県庁、淡路高校、パソナ農援隊）

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/ccrc/index.html
https://digital-is-green.jp/sugatami/
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/sustainable2030.html
https://www.nttdata.com/jp/ja/industries/resilience/
https://digital-is-green.jp/
https://r-digico.co.jp/event/osu/
https://poke-m.com/lp/chokotto
https://open-labo.city.kyoto.lg.jp/
https://digital-is-green.jp/branding/iso-certification/nagoya_higashisakura/
https://www.nttdata-strategy.com/newsrelease/220530.html
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